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資料館（COPE，Cooperative Ortheotic & Prosthetic Enterprise）の説明から紹介しよう。COPE
の資料『SOUVENIR GUIDE』には，「ラオスに対する9年にわたるアメリカの爆撃は歴史上，最
長のものである」「ラオスは地球上，一人当たりもっともはげしい爆撃を受けた国であり，現在
でもそうである」と説明されている。「Per Capita」というのがCOPEの説明で度々紹介され，強
調されいているが，「ベトナム戦争当時人口300万人だったラオスに390万トンの爆弾が投下さ
れた。ひとりあたり1.3トンである」7）との事実を知れば，その理由も納得できよう。
　アメリカによるラオスへの空爆任務は580000回にものぼった。クラスター爆弾が最初に投下
されたのもラオスであり，いまだに多くのクラスター爆弾の子爆弾（ボンビー Bombyとよばれ
ている）が不発弾となり，市民の生命や身体へ危険をもたらしている。ビエンチャンに行けば，
6）　竹内正右『ラオスは戦場だった』（めこん、2004年）3頁。
7）　竹内正右『ラオスは戦場だった』（めこん、2004年）157頁。
写真3　COPEで放映されている動画から。2016年1月，飯島撮影。
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手や足を失った人を目にすることがあるかもしれないが，ボンビーのため，1975年以降，20000
人の死傷者（COPEの説明），「戦争終結から30年たった現在でも年間100人以上の人が死んでい
る」8）。
（2）モン族について
　ベトナム戦争とラオスを語るとき，「モン」の存在も決して看過されてはならないように思わ
れる。
　1961年に大統領となったジョン・F・ケネディは「特殊作戦」を開始した。つまり「米軍が直
接戦うのではなく，軍事顧問団として戦闘に介入するというものである」9）。アメリカの兵士の犠
牲を少なくするため，ベトナム人にはベトナム人を，インドシナ人にはインドシナ人を，アジア
人にはアジア人を戦わせるという考え方に基づき，アメリカはベトナム戦争を遂行した。アジア
人をアジア人と戦わせるというアメリカのポリシーのもと，アメリカは多くの国へのベトナム戦
争への参戦を求めた。「集団的自衛権」の名目で，韓国（5万人），タイ（11586人），フィリピン（2020
人），台湾（31人）が米軍支援のために派兵された。ベトナム戦争に関してあまり言及されるこ
とはないが，米兵の犠牲を少なくするため，アメリカは「モン特殊部隊（HSGU）」を組織して，「沖
縄の基地から来たアメリカの白星隊がモンの人々を訓練した」10）。そしてCIAはモン特殊部隊を北
ベトナムやパテート・ラオと戦闘させる。そしてモン族の戦闘の様子と結末については，以下の
記述を紹介しよう。
「2001年5月25日。アーリントンのベトナム戦争戦死者（58，000人）の名前を刻んだ黒壁には，
モン特殊部隊兵士の名前はない。国防総省は「モンの兵士の10パーセントが死んだ。彼らが
いなかったら，27万人のアメリカ兵が死ぬことになっただろう」と述べた」11）。
　このように，モンはアメリカ兵の身代わりとされた。1975年4月30日のサイゴン陥落がベト
ナム戦争の終結とされることが多い。ただ，1975年4月30日以降も，「モン」の悲劇は終わるこ
とがなかった。「米軍が去り，おきざりにされたモンの兵士とその家族を待っていたのは共産側
からの報復だった。本当の「モンの悲劇」はそこからはじまったのである」12）。1975年5月，パテー
ト・ラオは機関誌『カオサン・パテートラオ』で，「モンを根絶することが必要だ」と明言し
た 13）。1975年5月，ビエンチャンから43キロ離れた国道13号の，リック川に架かる橋でパテート・
8）　竹内正右『ラオスは戦場だった』（めこん、2004年）157頁。
9）　竹内正右『ラオスは戦場だった』（めこん、2004年）3頁。
10）　竹内正右『ラオスは戦場だった』（めこん、2004年）3頁。
11）　竹内正右『ラオスは戦場だった』（めこん、2004年）148頁。
12）　竹内正右『ラオスは戦場だった』（めこん、2004年）裏表紙の記述から。
13）　竹内正右『ラオスは戦場だった』（めこん、2004年）49頁。
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ラオ兵がモン特殊部隊を攻撃し，兵士と多くの家族が殺害された 14）。1977年から78年にかけて，
モンの聖山であるプー・ビア（ビア山）はベトナム軍の130ミリ砲弾がふりそそいだ 15）。1981年
12月，ビエンチャンから50キロ離れた国道13号沿いで，ベトナム軍はモン特殊部隊の掃討作戦
を行った 16）。「2004年の今も，ベトナム軍のモン掃討作戦は続いている」17）。
【5】ラオスにいったい何があるというんですか？
　ここでふたたび，上村春樹氏の質問に戻ろう。「ラオスにいったい何があるというんですか？」
という質問に対し，いろいろな回答がありうると思う。ただ，私の中では，「ベトナム戦争の教訓」
が，一つの答えとなっている。繰り返しになるが，1975年4月30日，サイゴンが陥落すること
でベトナム戦争が終結したとされることが多いかもしれない。しかし，一人当たり最大の爆撃を
受けた国であるラオスでは，4月30日以降も決して平和が訪れたわけではなかった。1975年8月
22日，ビエンチャンが陥落する。翌23日にはタートルアン広場に約20万人の市民が集められた。
その市民だが，「翌朝，その多くがメコン川を渡ってタイに逃亡した」18）。私がこの原稿の最初で，
メコン川の写真を掲載したのは他でもない。写真では良くわからないかもしれないが，この自然
豊かな，魅力あふれるメコン川，夜には川沿いに多くの市民が集まり，お酒を飲んだりナイトマー
ケットが開かれたり，18時からは4000KIP（2016年1月のレートで約60円）でエアロビに参加
できるメコン川周辺だが，多くの市民，僧侶が命からがらタイに逃げた歴史があることを紹介し
たかったからである。とりわけベトナム戦争とラオスとの関係では，「モン」の人々のことに思
いをはせずにいられない。アメリカ人兵士の犠牲を少なくするための身代わりに北ベトナム軍や
パテート・ラオと戦闘をさせられ，多くの死傷者が出たモン。しかし，アーリントンにある黒壁
に名前が刻まれていなかったなど，アメリカ政府から忘れ去られたモンの人々。ベトナム戦争で
アメリカが撤退したのち，徹底的な報復を受けてきたモンの人々。こうしたモンの人々の状況か
ら，私たちは何を教訓として読み取るべきであろうか。モンの人々の状況は，戦争法ともいわれ
る「安保法制」が成立した現在，日本とアメリカとの関係でも重要な教訓を与えてくれるように
思われる。アメリカの戦争でアメリカ兵の代わりに日本の自衛隊員が犠牲になり，そしてアメリ
カの交戦国から日本人が恨まれるような事態が起こらないようにするためにも，モンの人々の悲
劇から私たちは学ぶべきことが多い。
【追記】元気で学生の指導に熱心であった小松先生が大学を退官されたのは，まことに寂しい限
りだが，学生指導に極めて熱心であった，小松先生の姿勢に恥じることのないように学生に接す
14）　竹内正右『ラオスは戦場だった』（めこん、2004年）40頁。
15）　竹内正右『ラオスは戦場だった』（めこん、2004年）64頁。
16）　竹内正右『ラオスは戦場だった』（めこん、2004年）60頁。
17）　竹内正右『ラオスは戦場だった』（めこん、2004年）157頁。
18）　竹内正右『ラオスは戦場だった』（めこん、2004年）54頁。
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ることを絶えず忘れないようにすると同時に，小松先生の今後のご健康とご多幸を陰ながら祈念
する。

